二 カル. タ ー ムの 数々 を 耳に 浚い 込む。 文学青年 とい 

う 熟語が あれば、 奈 良の 若僧 中には、 美術 青年が ある。 

無礼 を 顧ず いえば、 彼等 は 僧と して、 高邁な 信仰 を 得 

ようとす る 熱意 も 失って いると 同時に、 芸術的 美に 沈 

潜す る ことによって、 更に 純一な 信心に 甦る だけの 強 

大な 直観 も 持って いないよ うだ。 自分 達の 本堂に 在す 

仏 を 拝んで は、 次の 瞬間に 冷静な 美術 批評家ぶ つて 見、 

それ を 些か 誇と する —— 私の 穿ちすぎた 感じ 方 かも 知 

れな いが、 そこに 何とも 云えず 佗びし いものが ある。 

本気で 修業す る 僧と、 外来の 者 を 案内したり 何 かする 

事務員と は 別々 な 方が 自然 だ。 京都で は、 この 点、 もつ 
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